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平成３０年度

一般会計予算 億 万円
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子育て支援と健康のために  

項　　　　　目 備　　　　　　考予　算　額

２７億３,８９５万９千円

豊かな暮らしのために  ２億４,０７４万７千円

快適な暮らしと安全のために  １３億　 ６１０万　　円

文化と教育のために

その他

７億７,０５６万８千円

６億　 ９３８万２千円

２０億８,９５８万４千円
６億４,９０１万３千円

３６万２千円

民生費
衛生費
労働費

５億９,９３１万５千円
１,０００万　　円

６万７千円

公債費
予備費
諸支出金

２億１,６０５万３千円
２,４６９万４千円

農林水産業費
商工費

７億７,６６２万５千円
５億２,９４７万３千円

２千円

土木費
消防費
災害復旧費

町民サービスのために  ９億４,４２４万４千円
９,９０４万２千円

８億４,５２０万２千円
議会費
総務費

７億７,０５６万８千円教育費　

歳出

歳入歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

66 1,00066 1,00066 1,000

子育て支援と健康のために
２７億３，８９５万９千円

豊かな暮らしのために
２億４，０７４万７千円

町税
３１億５，６７３万円

地方譲与税
１億１，４００万円

繰入金
１億１，９１３万円

繰越金
２億３，０００万円

地方消費税交付金
４億　５００万円

県支出金
３億９，３４７万円

国庫支出金
４億７，５８１万円

町債
４億５，３９０万円

地方交付金
９億５，０００万円

文化と教育のために
７億７，０５６万８千円

快適な暮らしと安全のために
１３億６１０万円

その他
３億１，１９６万円

町民サービスのために
９億４，４２４万４千円

その他
６億９３８万２千円
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・つばさ南放課後児童クラブ（仮称）建設事業
・さくら保育園駐車場拡張事業
・入園祝い金支給事業

・川島方式子ども学習支援システム構築事業
・小学校通学バス運行事業
・川島中学校体育館大規模改修事業（設計）

子育てに切れ目のない支援の充実

川島町の未来を担う教育の充実

・町特産品ブランド化事業
・農地集積事業
・新規就農者への総合支援事業

〈農政産業課〉

〈農政産業課〉

〈農政産業課〉

〈農政産業課〉

〈農政産業課〉

〈農政産業課〉

農業の活性化と担い手の確保

・健幸☆筋力アップ教室事業
・コミュニティセンタートイレ改修事業
・フラットピア空調更新事業
・町民体育館多目的室改修事業

・健幸☆筋力アップ教室事業
・コミュニティセンタートイレ改修事業
・フラットピア空調更新事業
・町民体育館多目的室改修事業

子どもからお年寄りまで地域でふれあう機会の充実

・くらしの交通支援事業
・防災情報発信強化事業
・自転車総合保険加入事業

・地域資源魅力創出事業
・平成の森公園観光地化事業
・鳥羽井沼周辺整備事業

2 , 4 9 6 万 4 千円
  3 2 7 万 3 千円

2 3 4 万 0 千円

〈子育て支援課〉

〈子育て支援課〉

〈教育総務課〉

3 , 3 8 4 万 3 千円
  2 , 5 7 0 万 1 千円

5 0 0 万 0 千円

〈教育総務課〉

〈教育総務課〉

〈教育総務課〉

5 0 3 万 0 千円
 4 4 7 万 7 千円

 1 , 4 2 9 万 2 千円

7 0 5 万 8 千円
 4 , 9 5 6 万 6 千円
 2 , 3 9 5 万 6 千円

7 0 6 万 4 千円

〈健康福祉課〉

〈生涯学習課〉

〈生涯学習課〉

〈生涯学習課〉

2 , 2 5 7 万 6 千円
2 9 2 万 7 千円
3 2 万 2 千円

〈政策推進課〉

〈総務課〉

〈教育総務課〉

1 , 1 5 9 万 3 千円
8 5 0 万 6 千円
8 8 万 4 千円

〈政策推進課〉

〈まち整備課〉

〈まち整備課〉

2 , 4 9 6 万 4 千円
  3 2 7 万 3 千円

2 3 4 万 0 千円

〈子育て支援課〉

〈子育て支援課〉

〈教育総務課〉

3 , 3 8 4 万 3 千円
  2 , 5 7 0 万 1 千円

5 0 0 万 0 千円

〈教育総務課〉

〈教育総務課〉

〈教育総務課〉

5 0 3 万 0 千円
 4 4 7 万 7 千円

 1 , 4 2 9 万 2 千円

7 0 5 万 8 千円
 4 , 9 5 6 万 6 千円
 2 , 3 9 5 万 6 千円

7 0 6 万 4 千円

〈健康福祉課〉

〈生涯学習課〉

〈生涯学習課〉

〈生涯学習課〉

2 , 2 5 7 万 6 千円
2 9 2 万 7 千円
3 2 万 2 千円

〈政策推進課〉

〈総務課〉

〈教育総務課〉

1 , 1 5 9 万 3 千円
8 5 0 万 6 千円
8 8 万 4 千円

〈政策推進課〉

〈まち整備課〉

〈まち整備課〉

誰もが安心して暮らせる地域づくり

川島町の魅力発信と認知度向上

主な事業　３０年度版



4川島町議会だより／№121 ／平成 30 年 4 月 25 日

子育てに切れ目のない支
援の
充実

川島
町の未来を担う教育の充実

さくら保育園

　さくら保育園利
用者の安全性の確
保と渋滞の解消のた
め、駐車場を整備し
ます。

　英語教育のために、ＡＬＴの常駐
化に加え、ＩＣＴ機器を活用した授
業を行い、学力向上を目指します。
また、学校と私塾が連携した補充学
習を実施します。

さくら保育園駐車場拡張事業
３２７万３千円
さくら保育園駐車場拡張事業
３２７万３千円

川島方式子ども学習支援システム構築事業
３,３８４万３千円
川島方式子ども学習支援システム構築事業
３,３８４万３千円

　つばさ南小学校・つばさ北小学校への遠路通学を
支援するため、４台体制でスクールバスを運行しま
す。

小学校通学バス運行事業
２,５７０万１千円

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

ＩＣＴ機器

スクールバス
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農業の活性化と
担い

手
の
確
保

子
ど
も
か
ら
お
年寄
りま
で地
域で
ふれあう

機会の充実

お米

　６次産業化戦略に基づき、町の特産品の 6 次産業化を推進する
ため、地方創生推進交付金を活用し、商品開発、実践に向けた人
材育成研修を開催します。

町特産品ブランド化事業
６３７万4千円
町特産品ブランド化事業
５０３万円

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

いちじく

いちご

健幸☆筋力アップ教室

　一人ひとりの体力にあった
運動プログラムを作成し、筋
力アップトレーニングと栄
養サポートを取り入れた
教室を展開し、健康づく
りを支援します。

第３子以降私立幼稚園
保育料無料化事業
３００万円

健幸☆筋力アップ教室事業
７０５万８千円
健幸☆筋力アップ教室事業
７０５万８千円



誰もが安心して暮らせ
る
地
域
づ
く
り

川
島
町
の
魅

力発
信と
認知
度向上

かわみんタクシー

自転車通学（中学生）

平成の森公園
　　　イルミネーションイベント

　平成の森公園の魅力を高め、賑わ
いを創出するイルミネーションイベン
トを開催し、来園者、来町者の増加を図
ります。

　町民の買い物や通院、公共施設等への移
動を支援するため、かわみんタクシーを運
行します。また、県と連携し、路線バスの
増便・延伸などを行います。

くらしの交通支援事業
１,４２５万8千円
くらしの交通支援事業
２,２５７万６千円

平成の森公園観光地化事業
８５０万６千円
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総
務
経
済
建
設
常
任
委
員
会
が
３
月
７
日
、

８
日
に
行
わ
れ
、
11
議
案
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

30
年
度
予
算
で
は
、
災
害
用
仮
設
ト
イ
レ
に
対

応
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
交
換
す
る
、
災
害
用

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
交
換
事
業
や
図
書
館
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ

ｉ
設
置
事
業
な
ど
が
新
た
な
事
業
と
し
て
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。

公共交通の充実を目指して

総務経済建設常任委員会

職員採用試験はどの様に行っ
ているか。面接官の資質、町
内在住者の採用状況は。
筆記試験・作文試験で半数に
絞り、面接と集団討論で合格
者を決めている。面接官２名
は民間企業にお願いしている。
新規採用５名のうち３名が町
内在住者です。

問

答

多面的機能支払い交付金の事業
内容は。
集落が行う水路の管理や農地周
りの草刈りなどに対し支払われ
る交付金です。交付金は集落組
織を作り、総会を開催し、活動
記録、実績報告などの書類が審
査され、交付されます。

問

答

新商品開発支援事業補助金１
００万円とは。
農家や食品製造業者を対象に、
町内産の農作物の使用、町内
での販売、ＫＪブランドの認証
を受ける事などを要件とし、
上限５０万円年１回募集、審
査し決めていきます。

問

答

職員採用試験について 農業振興事業について ６次産業化推進事業について

パーク＆バスライド整備の内
容は。
役場のラウンジでバスを待つ
方にバスの時刻表の表示、及
び待ちスペースを確保します。

問

答

飯島排水の整備が上下水道課
の管理で進められているが、
総合的な内水対策は。
昨年の豪雨時の安藤川の状況
を見ると、町全体の総合的な
雨水排水計画を検討しなけれ
ばならないと考えている。

問

答

現在の有収率の状況と、今後
の水道料金の見通しは。
これまでの修繕等の取り組み
で、有収率は９７％を超えて
います。当面、料金改定は行
わないで運営できると考えて
います。

問

答

公共交通整備について 内水対策事業について 水道事業経営について

●有収率とは…供給した排水量と、収入のあっ
　　　　　　　 た水量との比率。
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放課後児童クラブの運営統一
化は。
研究会を立ち上げ、協議を重
ねておりますが、平成３０年
度は保育内容や運営方法につ
いて各クラブと調整を図り、
方向性を出していきます。

問

答

問

答

問

答

問

答

バスの運行方法は。
４台体制でつばさ南小とつば
さ北小に配置し、登下校時の
乗降場所は同じところです。
運転手は１名体制ですが、安
心・安全の面から、地域の方
に見守りをお願いしたいと考
えています。

問
答

小中学校の英語教育の内容は。
小学校は５・６年生が週１時
間。中学生は週４時間で ALT
常駐のため、多く学べます。
英検の補助もあり、初年度の
今年は５４３人中２０７人、
３８．１%が受験しました。

問
答

各種団体の保険から国民健康
保険へ移行する人数は。
被用者保険から離脱して国保
に加入してくる方は、年間で
７００人位の方がいます。逆
に国保を離脱して社会保険に
加入する方も同数程度います。

子宮がん検診の見込み数と契
約医療機関以外の個別検診受
診方法は。
集団個別検診合わせ４２０名。
契約締結以外の医療機関での
受診は、領収書を提出すると
補助します。国保加入者は無
料、社保加入者は１７００円
の負担です。

ごみシンポジュウムや説明会
などの啓発活動とは。
ごみ減量化啓発を目的とした
講演会や、田園戦士かわじマ
ンのＰＲ動画を配信します。
ポスターコンクールで優秀作
品をごみ収集車に貼ります。

問

答

放課後児童クラブ 統合小のスクールバス 英語教育の実践

国民健康保険 成人検診 ごみの減量化対策

　
リ
ス
ニ
ン
グ
の
始
ま
り
は
、
誰
で
も
聞
き
覚

え
の
あ
る
英
語
の
歌
が
流
れ
て
き
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
生
徒
の
授

業
は
、
発
音
や
過
去
形
の
使
い
方
、
極
め
つ
け

は
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
英
語
で
質
問
し
、
英
語
で
答
え
る

実
践
英
会
話
で
し
た
。
３
年
間
で
英
会
話
が
マ

ス
タ
ー
で
き
ま
す
よ
う
期
待
し
ま
す
。

文教厚生常任委員会

English room から、羽ばたけ世界へ
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

松
原
　
謙
司

稲
村
美
代
子

小
峯
　
松
治

遠
山
　
　
尚

新
井
　
悦
子

栗
岩
　
輝
治

爲
水
　
順
二

飯
野
　
徹
也

森
田
　
敏
男

菊
地
　
敏
昭

山
田
　
敏
夫

道
祖
土
　
証

石
川
　
征
郎

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名
※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
果

条例の一部改正
川島町国民健康保険の保険給付費等支払基金の設
置、管理及び処分に関する条例の一部を改正
川島町国民健康保険税条例の一部を改正
川島町重度心身障害者医療費支給に関する条例の
一部を改正
川島町国民健康保険条例の一部を改正
川島町介護保険条例の一部を改正
川島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
川島町指定介護予防支援事業の人員及び運営並び
に指定介護予防支援等に係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一
部を改正
川島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正
川島町都市公園条例の一部を改正
条例の制定
川島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準を定める条例の制定
一部事務組合
埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団
体の数の減少について
埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について
平成２９年度補正予算
川島町一般会計補正予算（第６号）
川島町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
川島町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
川島町介護保険特別会計補正予算（第３号）
川島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
川島町水道事業会計補正予算（第３号）
平成３０年度当初予算
川島町一般会計予算
川島町国民健康保険特別会計予算
川島町学校給食費特別会計予算
川島町下水道事業特別会計予算
川島町介護保険特別会計予算
川島町後期高齢者医療特別会計予算
川島町水道事業会計予算
町道路線の認定
町道路線の認定について（町道４７１９号線）

可決

可決
可決

可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

〇
×

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
×
○
×
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
×

○
○

○

○
○
○
○
○
○

×
×
×
○
×
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

―

―
―

―
―

―

―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―

―

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

　農業委員会の委員の任命について（１０議案）を審議しました結果、小島麻寿氏、神田利基氏、倉浪　始氏、

野澤光雄氏、松本　智氏、嶋村　薫氏、利根川洋治氏、矢内悦子氏、遠山いづみ氏、小高春雄氏が農業委員

に同意されました。

●農業委員会委員の任命について
あさ じ としもと

みつ お よう じ えつ こ はる おさとし かおる

はじめ
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問　

市
野
川
の
河
川
敷
で
、
ラ
ジ
コ

ン
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
実
態
を
ど
の
様

に
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

答　

ラ
ジ
コ
ン
８
ヵ
所
、
ド
ッ
グ
ラ

ン
３
ヵ
所
、
計
11
ヵ
所
存
在
し
て
い

ま
し
た
が
、
５
ヵ
所
が
是
正
に
応
じ

て
、
現
在
６
ヵ
所
が
存
在
し
て
い
ま

す
。

問　

農
地
の
又
貸
し
は
、
農
地
法
で

ど
の
様
に
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定

が
あ
り
ま
す
か
。

答　

農
地
法
で
は
、
許
可
無
く
又
貸

し
は
出
来
ま
せ
ん
。
違
反
の
場
合
は

罰
則
規
定
で
３
年
以
下
の
懲
役
、
ま

た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

問　

ラ
ジ
コ
ン
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
農

地
を
変
更
す
る
場
合
、
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
だ
が
、
許
可
を
受
け

て
い
ま
す
か
。

答　

許
可
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

問　

存
在
を
い
つ
把
握
し
ま
し
た
か
。

答　

昨
年
の
２
月
に
確
認
し
ま
し
た
。

問　

も
し
、
不
正
受
給
が
発
覚
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
ま
す
か
。

答　

不
適
正
が
あ
れ
ば
、
補
助
金
の

返
還
等
、
適
正
に
対
応
し
ま
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
税
を
４
方
式
か

ら
２
方
式
の
変
更
と
し
た
理
由
は
。

答　

埼
玉
県
の
運
営
方
針
が
、
２
方

式
を
標
準
と
し
て
い
る
の
で
２
方
式

と
し
ま
し
た
。

問　

保
険
税
は
、
ど
の
程
度
変
わ
り

ま
す
か
。

答　

一
人
あ
た
り
の
調
定
額
ベ
ー
ス

で
は
前
年
度
対
比
、
７
３
８
９
円
減

額
に
な
り
ま
す
。

問　

医
療
給
付
費
分
の
均
等
割
額
が

１
人
３
万
１
千
円
と
な
り
１
万
６
千

円
も
ア
ッ
プ
す
る
。
見
直
し
の
考
え

は
。

答　

資
産
割
を
な
く
し
、
所
得
割
の

税
率
も
下
げ
て
お
り
、
多
く
の
試
算

を
し
た
結
果
で
す
。

 

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

いっぱん質問

河
川
敷
で
の
土
地
の
又
貸
し
の

違
法
性
は
無
い
か
。

農
地
法
で
は
、
特
別
に
理
由
な
し
の

又
貸
し
は
違
法
で
す
。

ラジコンの練習風景

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

く り い わ じて るく り い わ じて る

栗 岩　　輝 治栗 岩　　輝 治

１ 

河
川
敷
に
於
け
る
土
地
の
又
貸
し
等
に
つ
い
て

２ 

川
島
町
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て　

１ 

観
光
客
の
誘
致
に
つ
い
て

２ 

外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

１ 

バ
ラ
の
小
径
祭
り
に
つ
い
て

２ 
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
に
つ
い
て

３ 
Ｋ
Ｊ
ブ
ラ
ン
ド
認
証
事
業
に
つ
い
て

１ 

町
内
に
あ
る
国
・
県
施
設
と
の
関
連
に
つ
い
て

２ 

町
の
防
災
計
画
に
つ
い
て

３ 

町
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

１ 

入
札
制
度
と
町
内
業
者
の
育
成
に
つ
い
て

２ 

農
地
の
集
積
・
集
約
と
米
の
生
産
調
整
等
に
つ

　
　

い
て　
　

１ 

川
島
町
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

２ 

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
に
つ
い
て

３ 

が
ん
教
育
に
つ
い
て

４ 

給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
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問　

本
年
２
月
18
日
に
「
第
１
回
川

島
町
自
転
車
競
技
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
大
会
開
催
の
経
緯
を
伺

い
ま
す
。

答　

主
催
者
の
埼
玉
県
自
転
車
競
技

連
盟
に
所
属
し
て
い
る
方
々
か
ら
、

日
ご
ろ
練
習
し
て
い
る
川
島
町
で
開

催
し
た
い
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

町
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
出
来
れ
ば
と
考
え

引
き
受
け
ま
し
た
。

問　

当
日
の
競
技
者
と
観
客
の
人
数

は
。

答　

競
技
者
は
、
一
般
と
学
生
連
盟

合
わ
せ
て
４
２
６
名
、
観
客
と
関
係

者
約
５
８
０
名
の
計
１
０
０
０
名
で

す
。

問　

今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

定
期
的
に
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

町
に
は
創
業
約
２
３
０
年
の
醤

油
会
社
や
遠
山
記
念
館
が
あ
り
ま
す

が
、
町
が
後
押
し
す
る
考
え
は
。

答　

町
の
大
事
な
観
光
資
源
で
あ
り
、

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問　

昨
年
３
月
議
会
で
、
外
国
人
の

児
童
生
徒
の
日
本
語
指
導
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
状
況
は
。

答　

国
際
交
流
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
、

伊
草
小
、
八
ツ
保
小
、
小
見
野
小
、

川
島
中
で
各
１
名
ず
つ
の
日
本
語
指

導
が
行
わ
れ
て
お
り
、
伊
草
小
、
八

ツ
保
小
、
川
島
中
で
は
教
頭
や
教
務

部
の
教
員
、
支
援
員
が
個
別
に
国
語

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

増
や
す
考
え
は
。

答　

今
後
は
日
本
語
養
成
者
の
育
成

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第１回川島町自転車競技大会
（八ッ保地区）

「
川
島
町
自
転
車
競
技
大
会
」
の

今
後
の
取
り
組
み
は
。

定
期
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い
。

い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

問　

バ
ラ
の
小
径
祭
り
の
来
場
者
数

の
推
移
は
。

答　

平
成
27
年
は
２
日
間
の
イ
ベ
ン

ト
で
約
５
２
０
０
人
。
平
成
28
年
か

ら
は
10
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、

約
１
万
４
千
人
。
平
成
29
年
は
約
１

万
７
千
人
で
す
。

問　

車
で
来
場
さ
れ
る
方
へ
の
対
応

は
。

答　

昨
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
放
送
後
、

来
場
者
が
殺
到
し
、
路
上
駐
車
が
発

生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
た
だ
ち

に
誘
導
員
を
増
員
し
ま
し
た
。
今
後

は
東
武
バ
ス
に
よ
る
臨
時
便
の
運
行

も
検
討
し
ま
す
。

問　

英
語
教
育
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

(

外
国
語
指
導
助
手

)

の
役
割
や
意

義
は
。

答　

読
む
、
聞
く
、
話
す
、
書
く
の

４
つ
の
技
能
を
習
得
で
き
る
よ
う
指

導
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
生

き
た
英
語
に
触
れ
る
事
で
、
英
語
を

話
そ
う
と
す
る
意
欲
や
力
が
高
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
状
況
は
。

答　

平
成
27
年
度
の
活
用
実
績
は
、

全
国
平
均
で
小
学
５
年
は
61
・
４
％
、

６
年
は
62
％
の
と
こ
ろ
、
当
町
で
は

５
年
６
年
と
も
１
０
０
％
。
中
学
校

で
は
全
国
平
均
22
・
１
％
の
と
こ
ろ
、

当
町
で
は
53
・
５
％
で
す
。

問　

Ｋ
Ｊ（
川
島
）
ブ
ラ
ン
ド
認
証

事
業
の
意
義
は
。

答　

町
内
に
あ
る
優
れ
た
商
品
を
Ｋ

Ｊ
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
と
し
て
認
証
し
、

産
業
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

問　

認
証
を
取
得
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

認
証
書
の
交
付
、
イ
ベ
ン
ト
へ

の
優
先
出
店
、
町
長
に
よ
る
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
の

Ｐ
Ｒ
、
庁
舎
内
で
の
展
示
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
な
ど
で
す
。

　

新しいロゴマークを
　　　　　活用し町をアピール

Ｋ
Ｊ
（
川
島
）
ブ
ラ
ン
ド

認
証
事
業
の
意
義
は
。

産
業
振
興
と
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

ま つ じけ んま つ ば ら じけ んま つ ば ら じけ ん

松 原　　謙 司松 原　　謙 司
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問　

土
木
建
設
業
者
は
、
景
気
の
低

迷
と
公
共
事
業
の
削
減
か
ら
次
々
に

廃
業
、
町
内
業
者
も
少
な
く
な
っ
て

い
る
現
状
で
す
。
指
名
参
加
提
出
業

者
、
小
規
模
事
業
登
録
者
の
育
成
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

答　

町
の
行
う
契
約
は
、
公
正
か
つ

経
済
的
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
競
争
入
札
に
よ
る
方
法

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
競

争
入
札
で
の
契
約
は
、
小
規
模
事
業

者
に
は
手
間
が
掛
る
こ
と
か
ら
指
名

参
加
に
至
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
か

ら
、
小
規
模
な
契
約
に
つ
い
て
は
、

町
内
業
者
の
受
注
機
会
の
拡
大
、
町

内
経
済
の
活
性
化
を
図
る
目
的
で
、

小
規
模
契
約
事
業
者
登
録
制
度
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
町
内
の
指
名
参

加
業
者
も
減
少
し
、
町
発
注
工
事
を

請
負
い
切
れ
な
い
の
も
現
実
で
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
平

公
正
入
札
は
堅
持
し
つ
つ
、
町
内
業

者
の
育
成
に
も
、
商
工
会
と
連
携
し

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

問　

指
名
委
員
会
で
検
討
し
た
平
成

29
年
度
の
入
札
件
数
等
の
状
況
は
。

答　

平
成
30
年
１
月
末
ま
で
の
審
議

内
容
は
、
競
争
入
札
１
０
７
件
で
、

内
訳
は
工
事
63
件
、
委
託
42
件
、
物

品
２
件
で
す
。

問　

町
の
小
規
模
事
業
登
録
者
数
と

発
注
状
況
は
。

答　

現
在
、
48
事
業
者
が
登
録
、
平

成
29
年
度
で
は
、
95
件
の
契
約
実
績

で
す
。

問　

現
在
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
の
目

標
は
。

答　

30
年
度
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

㌶
を
目
標
に
し
、
将
来
的
に
は
町
全

体
で
１
５
０
０
㌶
の
半
分
７
５
０
㌶

程
度
を
集
積
し
て
参
り
た
い
で
す
。

いっぱん質問

小
規
模
事
業
登
録
者
を
含
む

町
内
業
者
の
育
成
は
。

商
工
会
と
も
連
携
し
、
受
注
機
会
の

増
等
育
成
に
努
め
て
い
く
。

地域公共交通

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治

問　

地
域
公
共
交
通
の
今
後
は
。

答　

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
登
録
者
、

利
用
者
増
で
好
評
で
す
。
高
校
生
、

若
い
世
代
の
利
用
促
進
と
東
武
バ
ス

利
用
環
境
の
向
上
を
目
的
に
通
学
世

代
へ
の
経
済
支
援
策
の
研
究
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
各
種
送
迎
バ
ス
の
活

用
検
討
等
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

国
保
税
・
介
護
保
険
料
は
。

答　

４
月
よ
り
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
市
町
村
と
の
共
同

運
営
に
な
り
ま
す
。
平
成
30
年
度
は

一
人
当
た
り
の
調
定
額
は
７
千
円
強

減
額
に
な
り
ま
す
。
介
保
は
高
齢
者

の
増
加
と
介
護
認
定
者
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
へ
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
基
準
と
な
る
５
段
階
で
月

額
３
０
０
円
ア
ッ
プ
の
５
５
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

問　

が
ん
教
育
の
取
り
組
み
は
。

答　

学
校
に
お
け
る
健
康
教
育
の
一

環
と
し
て
生
涯
を
通
じ
て
健
康
を
適

切
に
管
理
し
て
改
善
す
る
資
質
や
能

力
を
育
成
す
る
事
を
目
指
し
実
施
し

て
い
ま
す
。
が
ん
に
特
化
し
た
教
育

の
部
分
で
は
、
配
慮
が
必
要
な
た
め
、

健
康
教
育
の
中
で
、
学
校
医
な
ど
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

学
校
給
食
の
無
償
化
は
。

答　

学
校
給
食
法
で
は
、
経
費
に
必

要
な
負
担
が
明
示
さ
れ
、
給
食
を
受

け
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
負
担
と

定
め
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
生
活
困

窮
世
帯
等
に
対
し
て
、
義
務
教
育
を

受
け
る
た
め
必
要
な
経
費
の
援
助
と

し
て
、
就
学
援
助
制
度
で
給
食
費
も

支
給
し
て
お
り
、
無
償
化
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
税
と

介
護
保
険
料
の
算
定
額
は
。

国
民
健
康
保
険
は
７
０
０
０
円
強

減
額
に
、
介
護
保
険
は
増
額
。

排水路工事

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子
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問　

町
内
に
あ
る
国
・
県
施
設
の
関

連
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
の
川
島
排

水
機
場
の
管
理
運
営
は
。
ま
た
三
ツ

又
沼
ビ
オ
ト
ー
プ
の
町
の
利
活
用
の

考
え
は
。
県
立
中
央
防
災
基
地
・
県

立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学

校
・
県
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
と
町
の

関
連
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　

56
年
排
水
機
場
稼
動
以
来
、
内

水
氾
濫
が
激
減
し
、Ｉ
Ｃ
周
辺
の
開

発
促
進
に
貢
献
し
た
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
は
町
内
外
に
誇

れ
る
原
風
景
が
あ
り
、
町
の
観
光
資

源
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
中

央
防
災
基
地
が
町
に
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
陸
路
・
空
路
の
利
便
性
・

迅
速
性
・
救
急
対
応
等
、
町
民
の
安

全
安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
と
は
、
学
校
教
育
に

お
い
て
福
祉
の
学
習
で
交
流
を
図
っ

て
お
り
教
員
の
指
導
力
・
授
業
力
の

向
上
へ
と
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

町
の
防
災
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
水
害
予
防
計
画
の
排
水
機
場

の
整
備
、
改
修
計
画
は
。
ま
た
、
雨

水
流
出
抑
制
施
設
の
整
備
計
画
は
。

大
雨
・
は
ん
濫
・
避
難
の
情
報
伝
達

の
周
知
は
。

答　

河
川
整
備
と
併
せ
、
排
水
ポ
ン

プ
の
追
加
設
置
要
望
を
国
・
県
に
継

続
的
に
鋭
意
努
力
し
ま
す
。
町
民
へ

の
周
知
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
、
手
段
を

尽
く
し
て
迅
速
に
行
い
ま
す
。

問　

社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
安
藤
川
・
横
塚
川
・
飯
島
雨

水
幹
線
の
整
備
と
管
理
道
路
の
状
況

は
。

答　

国
や
県
に
改
修
促
進
協
議
会
を

通
じ
要
望
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

管
理
道
路
は
県
土
整
備
事
務
所
と
協

議
し
ま
す
。
ま
た
来
年
度
か
ら
飯
島

３
号
雨
水
幹
線
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

早期の整備が望まれる安藤川

町
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
。

今
後
も
国
・
県
へ
継
続
的
な

要
望
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

　

平
成
29
年
度
比
企
郡
町
村
議
会
議
員

研
修
会
が
１
月
24
日
に
フ
レ
サ
よ
し
み

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
寺
島
渉
氏
に
よ
る
と
、
飯
綱

町
は
町
長
と
切
磋
琢
磨
す
る
新
し
い
議

会
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
「
町
民
政
策

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」、「
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
制
度
」
を
新
設
し
、
学
ぶ
議
会

を
合
言
葉
に
政
策
提
案
の
で
き
る
議
会

を
実
践
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

当
日
は
、
こ
れ
ま
で
の
飯
綱
町
議
会

で
の
議
会
改
革
の
取
組
み
の
経
過
や
、

そ
の
後
の
議
会
と
議
員
の
変
化
に
つ
い

て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
研
修
日　

１
月
24
日　

午
後
２
時

●
場　

所　

フ
レ
サ
よ
し
み
（
吉
見
町
民
会
館
）

●
講　

師　

前
長
野
県
飯
綱
町
議
会
議
長　

寺
島　

渉

比
企
郡
町
村
議
会

議
員
研
修
会

　
『
議
会
力
・
議
員
力
を
向
上
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村
長
と
切
磋
琢
磨
す
る
議
会
へ
』

演　
題

・
誰
で
も
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
議
会
定
例
会
は
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

（※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

お
彼
岸
の
日
に
、
雪
が
降
り
、
今
年

は
、
例
年
に
無
く
寒
い
冬
で
し
た
。
暖

か
い
春
が
待
ち
遠
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
本
号
よ

り
変
え
て
皆
様
に
お
届
け
し
ま
す
。
読

み
易
く
、
判
り
易
い
紙
面
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
み
ま
し
た
。
「
議
会
だ
よ

り
」
は
、
議
員
の
編
集
委
員
会
の
７
名

で
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
は
、
当
初
予
算
案
審
議
が

中
心
で
す
。
町
民
の
皆
様
か
ら
預
か
っ

た
「
町
税
」
が
、
い
か
に
有
効
に
活
用

さ
れ
て
い
る
か
、
今
月
号
で
解
説
し
て

い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る
２
つ
の
小
学

校
が
、
統
合
に
よ
り
閉
校
と
な
り
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が

町
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
温
か
く
見

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

（
栗
岩
）

表

紙

解

説
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６
月
８
日

６
月
８
日

（金）（金）

月2

月3

月4

　

４
月
９
日
は
町
内
全
域
の
小
中
学

校
で
、
平
成
30
年
度
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
度
は
三
保
谷
小
と
出
丸

小
が
統
合
し
「
つ
ば
さ
南
小
学
校
」

に
、
八
ツ
保
小
と
小
見
野
小
が
「
つ

ば
さ
北
小
学
校
」
と
し
て
の
第
一
回

入
学
式
が
行
わ
れ
、
町
や
地
元
の
住

民
の
方
々
に
は
、
歴
史
的
に
心
に
残

る
、
平
成
時
代
最
後
の
入
学
式
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
小
学
校
の
伝
統
や
学

び
を
心
に
刻
み
、
輝
か
し
く
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
新
校
で
、
子
ど

も
達
が
元
気
に
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
く
姿
を
皆
で
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

統
合
に
際
し
携
わ
っ
て
頂
い
た
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　
　

  

（
写
真
・
文
章
／
爲
水
）

議会日誌

開
会
予
定
で
す
。

次
回
６
月
の
定
例
会

　

平
成
30
年
第
１
回
組
合
議
会
定
例
会
が
、

２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
が
未
加
盟
の
消
防
特
別
会
計
を
除
く
提

出
議
案
は
、
平
成
30
年
度
予
算
４
件
、
平
成

29
年
度
補
正
予
算
３
件
、
そ
の
他
５
件
で

す
。

　

平
成
30
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
は
７
４

０
０
万
円
、
斎
場
及
び
霊
き
ゅ
う
自
動
車
事

業
特
別
会
計
は
、
３
億
６
１
０
０
万
円
、
介

護
認
定
及
び
障
害
支
援
特
別
会
計
は
、
６
６

０
０
万
円
、
公
平
委
員
会
特
別
会
計
60
万
円

で
全
て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
斎
場
建
設
工
事
は
、
平
成
30
年
９

月
に
着
工
し
、
平
成
33
年
６
月
完
成
予
定

で
、
平
成
30
年
度
の
斎
場
建
設
予
算
は
２
億

５
４
８
３
万
円
で
す
。　
　
　

（
道
祖
土
）

　
比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

比
企
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　

平
成
30
年
第
１
回
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組

合
議
会
定
例
会
が
２
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

管
理
者
の
行
政
報
告
で
平
成
34
年
度
稼
動

に
向
け
て
努
力
す
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
議
案
は
５
件
で
す
。

　

主
な
議
案
は
議
案
第
５
号
、
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
で
総
額
８
億
１
９
０
０
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
７
５
４
１
万
１
千

円
の
増
で
主
な
理
由
は
土
地
購
入
費
の
計
上

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

議
案
説
明
後
小
川
町
の
金
子
議
員
よ
り
、

周
辺
施
設
の
構
成
市
町
村
の
負
担
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
根
岸
局
長
よ
り
、
副
市
町
村

長
会
議
等
で
具
体
的
な
検
討
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
決
め
て
い
く
予
定
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て
の
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

（
山
田
）

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

爲　

水　

順　

二

栗　

岩　

輝　

治

遠　

山　
　
　

尚

小　

峯　

松　

治

稲　

村　

美
代
子

松　

原　

謙　

司

森　

田　

敏　

男

議
会
報
編
集
委
員
会

山
田 

敏
夫

小
高 

春
雄

山
田 

敏
夫

小
高 

春
雄

山
田 

敏
夫

小
高 

春
雄

森
田 

敏
男

道
祖
土 

証

議会運営委員会

議会全員協議会

３月定例会

保育園卒園式

中学校卒業式

議会全員協議会

議会報編集委員会

小学校卒業式

閉校記念式典 (出丸・小見野 )

閉校記念式典 (三保谷・八ツ保 )

議会報編集委員会

議会報編集委員会

小学校・中学校入学式

議会報編集委員会

　

２１日

　２日

１０日

１５日

１６日

　　　　

２３日

２４日

２６日

２８日

　３日

　９日

１０日


